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３月 15 日（火）に高島交通安全協会から登校
旗２７２本をご恵贈いただきました。

本年は「新入学児童用の机の引き出し」に代わ
り、「児童の登下校時の交通事故を無くしたい」
という願いが込められた登校旗をご恵贈いただき
ました。

この２７２本の登校旗は、児童の交通事故防止
のため、小学校の登下校時に活用させていただき
ます。（学事施設課）

２月 18 日（金）に第８回高島市グラウンド・
ゴルフ冬季大会が今津総合運動公園サンルーフ今
津特設会場で行われ、次の方々が優秀な成績を収
められました。（市民スポーツ課）

子どもの交通安全の関心を高めることを目的
に、交通安全標語コンテストが実施されました。

第 1 回は新旭地域の小学生を対象に募集を行
ったところ、約 1,000 点の応募がありました。

入賞作品は、高島警察署前の電光掲示板に掲示
されていますので、ぜひご覧ください。

（都市政策課）

２月５日（土）に令和３年度滋賀県スポーツ少
年団表彰において、高島市スポーツ少年団活動に
長年ご尽力いただいている南 登志博さん（新旭
空手道スポーツ少年団）と川本 高成さん（安曇
川サッカースポーツ少年団）が滋賀県スポーツ少
年団奨励賞を受賞されました。（市民スポーツ課）

高島交通安全協会から
登校旗をご恵贈いただきました！

第８回グラウンド・ゴルフ冬季大会
結果発表！

高島交通安全協会による
第１回交通安全標語コンテストを実施しました！

新旭地域の南さん、安曇川地域の川本さん
県スポーツ少年団奨励賞を受賞！

（敬称略）
氏名（地域） 結果

桂田　丈治（新旭） 優勝
澤田　信子（今津） 準優勝
澤　　正秀（高島） ３位

左から桂田さん、澤さん、澤田さん 川本 高成さん 南 登志博さん

（敬称略）

賞
作品

氏名（学校）

最優秀賞
無事帰る　それがわたしの　金メダル

横井　埜乃（新旭北小２年）

優秀賞

運転手　命を守る　大仕事
岸本　知樹（新旭北小６年）

「ただいま」と　言える喜び　大事だよ
入江　　栞（新旭南小２年）
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令和３年度事業として高島市南部消防署の消防ポンプ自動車を更
新し、運用を開始しています。

車両には、その周囲を照らす照明が装備され、夜間でも安全に活
動を行うことができます。また、長距離のホース延長時に効果を発
揮するホースカーを搭載しています。

この消防ポンプ自動車は、緊急消防援助隊にも登録されており、
万が一他の地域で大規模な災害が発生した場合に緊急消防援助隊と
して出動し活動を行います。

災害が発生した場合に、いち早く現場へ駆け付け、皆さんの安全
安心を守ります。（消防本部警防課）

２月 25 日（金）に市役所新館で、安曇川中学校３年生による「高
島の未来」への提言が行われました。

中学生は、社会科公民の授業の中の「地方自治と私たち」において、
市の人口減少に着目され、「高島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を活用し、「どうすれば高島市の人口が増えるか」、「どうすれば高
島市の未来は明るくなるか」などについて検討しました。

当日は、市職員に対するプレゼンテーションに加え、中学生と市
職員によるグループディスカッションも行われ、高島市の未来につ
いて共に考える良い機会になりました。（市民協働課）

３月 13 日（日）に新旭町針江湖岸で、高島市の春の風物詩であ
るヨシの火入れを行いました。

ヨシの火入れは、雑草や雑菌の除去、新芽の成長促進など、ヨシ
群落を健全に維持・管理するために毎年行っている伝統行事です。

当日は、12 月に地元団体やボランティア
の皆さんの協力を得て刈り取ったヨシ群落
に市職員が次々に火を点けていきました。

早春の訪れを告げる炎やヨシの火入れの
ようすを市内外から来られた多くの見学者
の皆さんが見守っていました。（環境政策課）

災害対応力を強化
消防ポンプ自動車を更新しました！

安曇川中学校３年生
高島の未来を提言しました！

高島市に春を告げる風物詩
ヨシの火入れを行いました！

▼発表者（安曇川中学校３年生）
宮田 絢加さん、熊谷 啓行さん、山本 絆生さん、鈴木 友香さん、
一井 悠人さん、澤村 理央さん、清水 啓吾さん、福井 優斗さん

令和３年度饗庭野演習場等周辺
消防施設設置助成事業を活用

ヨシの火入れのようす
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